
問題１

a

b

c

θ 左図のとき sinθ, cosθ, tanθを a, b, cで表せ。

【解説】
三角関数の定義です。覚えてください。

【解答】

sinθ =
c
a
, cosθ =

b
a
, tanθ =

c
b

問題２

三角関数の相互関係式を３つかけ

【解説】
三角関数の相互関係と言われれば、次の３つの式をすぐに思い出せるようにしてく
ださい。

【解答】
1© sin2 θ + cos2 θ = 1

2© tanθ =
sinθ
cosθ

3© 1 + tan2 θ =
1

cos2 θ

問題３

sinθ =
4
5
のとき、cosθと tanθの値を三角関数の相互関係の式で求めよ。ただし

(0 5 θ < 2π)とする。

【解説】
sinθ, cosθ, tanθのいずれかの値が分かっていて他の sinθ, cosθ, tanθ の値を求めよ
という問題は、三角関数の相互関係を使った求め方と、図を使って求める方法の２
通りがあります。この問題は、前者の三角関数の相互関係を使った求め方で解いて
いきます。
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まずは、sin2 θ + cos2 θ = 1で cosθの値を求め、そのあと tanθ =
sinθ
cosθ

を使い tanθ

の値を求めます。tanθの値は 1 + tan2 θ =
1

cos2 θ
の公式を使って求めてもらっても

かまいませんが、tanθ =
sinθ
cosθ

を使ったほうが楽だと思います。

【解答】

( 4
5

)2 + cos2 θ = 1 J sin2 θ + cos2 θ = 1に sinθ =
4
5
を代入した

cos2 θ = 1− 16
25

cos2 θ =
9
25

cosθ = ± 3
5

( i ) cosθ =
3
5
のとき

tanθ =

4
5
3
5

J tanθ =
sinθ
cosθ

より

=
4
3

( ii ) cosθ = − 3
5
のとき

tanθ =

4
5

− 3
5

J tanθ =
sinθ
cosθ

より

= − 4
3

問題４

sinθ, cosθ, tanθの象限ごとの正負を下図のように記せ。

++

+ +

sinの正負 cosの正負 tanの正負

【解説】
三角関数の正負は象限によって決まっています。しっかりと覚えておいてください。

【解答】
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sinの正負

++

− −

cosの正負

+−
− +

tanの正負

+−
+ −

問題５

tanθ = 2のとき、図を使って sinθ, cosθの値をそれぞれ求めよ。

【解説】
図を使って、求める解法です。三角関数の相互関係を使った解法よりもこの図を
使った解法のほうが計算が楽な場合が多いです。

【解答】
tanθ = 2を図示すると次の２通り。⇐tanの値が 2つまり正の値を取るのは第１象
限と第３象限の２通りある

( i )

1

2

θ

√
5

三平方の定理より

図より sinθ =
2√
5
, cosθ =

1√
5

( ii )

1

2

θ

√
5

三平方の定理より

図より sinθ = − 2√
5
, cosθ = − 1√

5

問題６

(分数)+(分数)が出てきたときは何をする？
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【解説】
数学の解法を日本語で覚えていってください。(分数)+(分数)が出てきたときは、ほ
とんどの場合通分をします。

【解答】
通分をして解いていく

問題７

三角関数の問題では tanθでは考えにくいので、( )のみの式にしてから考える
ことが多い。

【解説】
これも日本語の問題です。

tanθは sinθや cosθに比べ扱いにくいので tanθ =
sinθ
cosθ

の式を使って、sinθ, cosθ

のみの式にしてから解いていくことが多いです。もちろん tanθのまま考えること
もあります。問題、問題で判断をするようにしてください。

【解答】
sinθと cosθ

問題８

cosθ
1− sinθ

− tanθ =
1

cosθ
を示せ。

【解説】

左辺は tanθを含んでいるので、とりあえず tanθ =
sinθ
cosθ

を利用して sinθ, cosθの

みの式にしてから解いていきます。また、そうすると (分数)+(分数)の形が出てく
るので通分してから解いていきます。

【解答】
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(左辺) =
cosθ

1− sinθ
− tanθ

=
cosθ

1− sinθ
− sinθ

cosθ
J tanθ =

sinθ
cosθ

を代入して sinθ, cosθのみの式にした

=
cos2 θ

cosθ(1− sinθ)
− sinθ(1− sinθ)

cosθ(1− sinθ)
J (分数)+(分数)の形をしているので通分をした

=
cos2 θ − sinθ(1− sinθ)

cosθ(1− sinθ)

=
sin2 θ + cos2 θ − sinθ

cosθ(1− sinθ)

=
1− sinθ

cosθ(1− sinθ)
J sin2 θ + cos2 θ = 1より

=
1

cosθ
= (右辺)

問題９

次の対称式を基本対称式のみで表せ。

(1) a2 + b2 (2) a3 + b3

【解説】
対称式の問題です。対称式についての説明はここでは割愛します。もし分からなけ
れば聞きにきてください。

【解答】
(1) a2 + b2 = (a + b)2 − 2ab

(2) a3 + b3 = (a + b)3 − 3ab(a + b)

問題１０

sinθ + cosθ =
1
2
のとき、次の式の値を求めよ。

(1) sinθ cosθ (2) sin3 θ + cos3 θ (3) sinθ − cosθ

【解説】
三角関数の対称式の問題です。よく出てくるのでしっかりと理解しておいてくださ
い。

(1)(2)は解けても (3)の解き方を忘れてしまったという人が意外に多いので、解き
方をよく覚えておいてください。
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【解答】
(1)

sinθ + cosθ =
1
2

(sinθ + cosθ)2 = ( 1
2

)2

sin2 θ + cos2 θ + 2 sinθ cosθ =
1
4
J両辺を 2乗した

1 + 2 sinθ cosθ =
1
4
J sin2 θ + cos2 θ = 1より

2 sinθ cosθ =
1
4
− 1

∴ sinθ cosθ = − 3
8

(2)
sin3 θ + cos3 θ = (sinθ + cosθ)3 − 3 sinθ cosθ(sinθ + cosθ)

⇑ a3 + b3 = (a + b)3 − 3ab(a + b)に a = sinθ, b = cosθを代入した

= ( 1
2

)3 − 3(− 3
8

) 1
2

=
1
8

+
9
16

=
11
16

(3)
(sinθ − cosθ)2 = sin2 θ − 2 sinθ cosθ + cos2 θ

= sin2 θ + cos2 θ − 2 sinθ cosθ

= 1− 2(− 3
8

) J sin2 θ + cos2 θ = 1, sinθ cosθ = − 3
8
をそれぞれ代入

= 1 +
3
4

=
7
4

∴ sinθ − cosθ = ±
√

7
2

問題１１

sinθ − cosθ =
1√
2
のとき、次の式の値を求めよ。

(1) sinθ cosθ (2) sin3 θ − cos3 θ (3) sinθ + cosθ

【解説】
a3 − b3 = a3 + (−b)3より、a3 − b3は aと −bの対称式とみなすことができます。
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【解答】
(1)

sinθ − cosθ =
1√
2

(sinθ − cosθ)2 = ( 1√
2

)2 J両辺 2乗した

sin2 θ − 2 sinθ cosθ + cos2 θ =
1
2

1− 2 sinθ cosθ =
1
2
J sin2 θ + cos2 θ = 1より

2 sinθ cosθ =
1
2

∴ sinθ cosθ =
1
4

(2)
sin3 θ − cos3 θ = sin3θ + (− cosθ)3 J sinθと − cosθの対称式

=
{
sinθ + (− cosθ)

}
−3 sinθ(− cosθ)

{
sinθ + (− cosθ)

}

⇑ a3 + b3 = (a + b)3 − 3ab(a + b)の公式に a = sinθ, b = cosθをそれぞれ代入

= (sinθ − cosθ)3 + 3 sinθ cosθ(sinθ − cosθ)

= ( 1√
2

)3 + 3 1
4

1√
2

=
5
8

√
2

(3)
(sinθ + cosθ)2 = sin2 θ + 2 sinθ cosθ + cos2 θ

= 1 + 2 sinθ cosθ J sin2 θ + cos2 θ = 1より

= 1 + 2 1
4
J sinθ cosθ =

1
4
を代入した

=
3
2

∴ sinθ + cosθ = ±
√

3
2

= ±
√

6
2

問題１２

y = sinθ (0 5 θ < 2π), y = cosθ (0 5 θ < 2π), y = tanθ (−π < θ < π)のグラフを書け

【解説】
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三角関数のグラフの概形を覚えてください。

【解答】(1) y = sinθのグラフ

π
2

1
3
2π

−1

π 2π
θ

y

O

(2) y = cosθのグラフ

2π

1
π

−1

π
2

3
2π

θ

y

O

(3) y = tanθのグラフ

π
4

1
−π2 π

2

θ

y

O

問題１３

sin(−θ) =

cos(−θ) =

tan(−θ) =

【解説】
グラフが原点対称のものは f (θ) = − f (−θ)が成立し、y軸対称のものは f (θ) = f (−θ)
が成立します。

【解答】
sin(−θ) = − sinθ J y = sinθのグラフは原点対称
cos(−θ) = cosθ J y = cosθのグラフは y軸対称
tan(−θ) = − tanθ J y = tanθのグラフは原点対称
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問題１４

次の方程式を解け、ただし (0◦ 5 θ < 360◦)とする。

(1) sinθ =
1√
2

(2) cosθ = − 1
2

(3) tanθ =
√

3

【解説】
三角関数の方程式、不等式は単位円で解く解法とグラフを使って解く解法がありま
す。どちらで解いてもらってもかまいませんが、このプリントではグラフを使って
解いていきます。

【解答】

(1) sinθ =
1√
2

45◦ 135◦ θ

y

O

グラフより θ = 45◦, 135◦

(2) cosθ = − 1
2

120◦ 240◦

θ

y

O

グラフより θ = 120◦, 240◦

(3) tanθ =
√

3

90◦ 270◦
60◦ 240◦ θ

y

O

グラフより θ = 60◦, 240◦

9



問題１５

次の不等式を解け、ただし (0 5◦ θ < 360◦)とする。

(1) sinθ < − 1
2

(2) cosθ < 1
2

(3) tanθ 5 1

【解説】
問題１４と同じく、グラフを使って解いていきます。

【解答】

(1) sinθ < − 1
2

210◦ 330◦

θ

y

O

グラフより 210◦ < θ < 330◦

(2) cosθ < 1
2

60◦ 300◦ θ

y

O

グラフより 60◦ < θ < 300◦

(3) tanθ 5 1

360◦90◦ 270◦
45◦ 225◦ θ

y

O

グラフより
0◦ 5 θ < 45◦, 90◦ < θ 5 225◦,270◦ <
θ < 360◦
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問題１６

次の方程式を解け、ただし (0 5 θ < 2π)とする。

(1) 2 sin2 θ − √2 cosθ − 2 = 0 (2) 2 cos2 θ − 7 sinθ + 2 = 0

【解説】
三角関数の問題では、相互関係の式を使って sinθまたは cosθのみの式にしてから
解いていくことが多いです。

【解答】 (1)

2 sin2 θ −
√

2 cosθ − 2 = 0

2(1− cos2 θ) −
√

2 cosθ − 2 = 0 J sin2 θ = 1− cos2 θを代入

2− 2 cos2 θ −
√

2 cosθ − 2 = 0

2 cos2 θ +
√

2 cosθ = 0

cosθ(2 cosθ +
√

2) = 0

∴ cosθ = 0または 2 cosθ +
√

2 = 0

( i ) cosθ = 0のとき θ =
π
2
, 3

2
π

( ii ) 2 cosθ +
√

2 = 0つまり cosθ = −
√

2
2
のとき θ =

3
4
π, 5

4
π

(2)
2 cos2 θ − 7 sinθ + 2 = 0

2(1− sin2 θ) − 7 sinθ + 2 = 0 J cos2 θ = 1− sin2 θを代入

2− 2 sin2 θ − 7 sinθ + 2 = 0

2 sin2 θ + 7 sinθ − 4 = 0

(sinθ + 4)(2 sinθ − 1) = 0

sinθ = −4, 1
2
となるが −1 5 sinθ 5 1より sinθ = −4は不適

よって sinθ =
1
2
⇒ θ =

π
6
, 5

6
π

問題１７

次の不等式を解け、ただし (0 5 θ < 2π)とする。

(1) 2 cos2 θ +
√

3 sinθ − 2 < 0 (2) tan2 θ − (1 +
√

3) +
√

3 < 0

【解説】
問題１６と同じように解いていきます。
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【解答】

(1)

2 cos2 θ +
√

3 sinθ − 2 < 0

2(1− sin2 θ) +
√

3 sinθ − 2 < 0 J cos2 θ = 1− sin2 θを代入

2− 2 sin2 θ +
√

3 sinθ − 2 < 0

2 sin2 θ −
√

3 sinθ > 0

sinθ(2 sinθ −
√

3) > 0

∴ sinθ < 0または
√

3
2

< sinθ

( i ) sinθ < 0のとき π < θ < 2π

( ii ) sinθ >

√
3

2
のとき π

3
< θ < 2

3
π

以上より、 π
3
< θ < 2

3
π, π < θ < 2π

(2)

tan2 θ − (1 +
√

3) tanθ +
√

3 < 0

(tanθ + 1)(tanθ −
√

3) < 0

−1 < tanθ <
√

3

π
3

4
3π

3
4π

7
4π 2π

y =
√

3

y = −1
θ

y

O

グラフより 0 5 θ < π
3
, 3

4
π < θ < 4

3
π, 7

4
π < θ < 2π
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問題１８

次の方程式を解け、ただし (0 5 θ < 2π)とする。

(1) sin(θ +
π
6

) =
1
2

(2) cos(2θ +
π
3

) 5 1
2

【解説】
sin(θ +

π
6

)では、考えにくいので X = θ +
π
6
とおいて解いていきます。(2)も同様

に X = 2θ +
π
3
と置き換えます。

文字の置き換えは便利ですが、文字を置き換えた時は範囲に注意するということを
忘れないようにしてください。

【解答】
(1) X = θ +

π
6
とする。

0 5 θ < 2π

π
6
5 θ +

π
6
< 2π +

π
6

π
6
5 X < 13

6
π J Xの値の範囲が求まった

sinX =
1
2

( π
6
5 θ < 13

6
π)

5
6π

π
6 θ

y

O

グラフより

X =
π
6
, 5

6
π J X = θ +

π
6
より

θ +
π
6

=
π
6
, 5

6
π

∴ θ = 0, 2
3
π
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(2) X = 2θ +
π
6
とする。

0 5 θ < 2π

0 5 2θ < 4π

π
3
5 2θ +

π
3
< 4π +

π
3

π
3
5 X < 13

3
π J Xの値の範囲が求まった

π
3

5
3π

7
3π

11
3 π

13
3 π θ

y

O

グラフより、
π
3
5 X 5 5

3
π, 7

3
π 5 X 5 11

3
π

π
3
5 2θ +

π
3
5 5

3
π, 7

3
π 5 2θ +

π
3
5 11

3
π

0 5 2θ 5 4
3
π, 2π 5 2θ 5 10

3
π

0 5 θ 5 2
3
π, π 5 θ 5 5

3
π

問題１９

加法定理を６つかけ。

【解説】
加法定理は三角関数の基本です。しっかりと覚えてください。

【解答】
1© sin(α + β) = sinα cosβ + cosα sinβ

2© sin(α − β) = sinα cosβ − cosα sinβ

3© cos(α + β) = cosα cosβ − sinα sinβ

4© cos(α − β) = cosα cosβ + sinα sinβ

5© tan(α + β) =
tanα + tanβ

1− tanα tanβ
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6© tan(α − β) =
tanα − tanβ

1 + tanα tanβ

問題２０

加法定理から sin 2θ, cos 2θ, tan 2θを導け。

【解説】
2倍角の公式は、加法定理に α = β = θを代入すると簡単に導けます。

【解答】
1©

sin(α + β) = sinα cosβ + cosα sinβ

α = β = θを代入すると

sin(θ + θ) = sinθ cosθ + cosθ sinθ

sin 2θ = 2 sinθ cosθ J sinの 2倍角の公式が導けた！

2©
cos(α + β) = cosα cosβ − sinα sinβ

α = β = θを代入すると

cos(θ + θ) = cosθ cosθ − sinθ sinθ

cos 2θ = cos2 θ − sin2 θ J cosの 2倍角の公式が導けた！

3©
tan(α + β) =

tanα + tanβ
1− tanα tanβ

α = β = θを代入すると

tan(θ + θ) =
tanθ + tanθ

1− tanθ tanθ

tan 2θ =
2 tanθ

1− tan2 θ
J tanの 2倍角の公式が導けた！

【注意】
sinと cosの 2倍角の公式は本当によく出題されるので、暗記してください。tanは
あまり出題されないので覚える必要はないです。

また cosの 2倍角は sin2 θ + cos2 θ = 1の公式から

cos 2θ =



cos2 θ − sin2 θ

1− 2 sin2 θ

2 cos2 θ − 1

cosの 2倍角は上記 3種類があります。3つとも覚えておいてください。
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問題２１

sinと cosの２倍角の公式を記せ (暗記)
sin 2θ =, cos 2θ = (3種類の式)

【解説】
２倍角の公式は、暗記してしまうこと。

【解答】
1© sin 2θ = 2 sinθ cosθ

2© cos 2θ =



cos2 θ − sin2 θ

1− 2 sin2 θ

2 cos2 θ − 1

問題２２

sin 3θと cos 3θの公式を導け。

【解説】
３倍角の公式も加法定理から簡単に求めることができます。

【解答】 sinの加法定理より

sin(α + β) = sinα cosβ + cosα sinβ

sin(θ + 2θ) = sinθ cos 2θ + cosθ sin 2θ J α = θ, β = 2θを代入した

sin 3θ = sinθ(1− 2 sin2 θ) + cosθ · 2 sinθ cosθ

⇑ cos 2θ = 1− 2 sin2 θ, sin 2θ = 2 sinθ cosθをそれぞれ代入した

= sinθ − sin3 θ + 2 sinθ cos2 θ

= sinθ − sin3 θ + 2 sinθ(1− sin2 θ) J cos2 θ = 1− sin2 θを代入した

= sinθ − sin3 θ + 2 sinθ − 2 sin3 θ

= 3 sinθ − 4 sin3 θ J sinの３倍角の公式が導けた！

cosの加法定理より
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cos(α + β) = cosα cosβ − sinα sinβ

cos(θ + 2θ) = cosθ cos 2θ − sinθ sin 2θ J α = θ, β = 2θを代入した

cos 3θ = cosθ(2 cos2 θ − 1)− sinθ · 2 sinθ cosθ

⇑ cos 2θ = 2 cos2 θ − 1, sin 2θ = 2 sinθ cosθをそれぞれ代入した

= 2 cos3 θ − cosθ − 2 sin2 θ cosθ

= 2 cos3 θ − cosθ − 2(1− cos2 θ) cosθ J sin2 θ = 1− cos2 θを代入した

= 2 cos3 θ − cosθ − 2 cosθ + 2 cos3 θ

= −3 cosθ + 4 cos3 θ J cosの３倍角の公式が導けた！

【注意】
３倍角の公式は２倍角の公式ほどよく出るものではないが、導くのが面倒なので暗
記しておいてください。

どういうふうに覚えてもいいですが、有名なゴロ合わせがあるのでそのゴロ合わせ
で覚えたらいいと思います。

３倍角のゴロ合わせなんですが、これも人から聞いたものですが sinの３倍角の公
式を「サンシャインノヨシミ」で覚えたらいいと思います。「サン」は「３」、「シャ
イン」は「sin」、「ノ」は「−（マイナス）」、「ヨ」は「４」、「シ」は「sin」、「ミ」
は「３乗の３」です。

また cosの３倍角は sinの３倍角と符号が反対になり、sinのところに cosが入ると
覚えれば、暗記できると思います。

問題２３

sin 3θと cos 3θを記せ。(暗記)

【解説】
３倍角の公式は暗記してください。

【解答】
(1) sin 3θ = 3 sinθ − 4 sin3 θ

(2) cos 3θ = −3 cosθ + 4 cos3 θ

問題２４

sinと cosの半角の公式を求めよ。
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【解説】
半角の公式は cosの２倍角の公式から導きます。半角の公式はできたら暗記してほ
しいですが、慣れてきたら２倍角の公式でほとんど一瞬で導けるので、どちらでも
いいです。ただ、導き方はしっかりと理解しておいてください。

【解答】
(1)

cos 2θ = 1− 2 sin2 θ J cosの２倍角の公式より

2 sin2 θ = 1− cos 2θ

sin2 θ =
1− cos 2θ

2

ここで θを θ
2
で置き換えると

sin2 θ
2

=
1− cosθ

2
J半角の公式が導けた！

(2)
cos 2θ = 2 cos2 θ − 1 J cosの２倍角の公式より

2 cos2 θ = 1 + cos 2θ

cos2 θ =
1 + cos 2θ

2

ここで θを θ
2
で置き換えると

cos2 θ
2

=
1 + cosθ

2
J半角の公式が導けた！

問題２５

以下の積和の公式を４つ記せ。
1© sinα cosβ =

2© cosα sinβ =

3© cosα cosβ =

4© sinα sinβ =

【解説】
積和の公式は加法定理から簡単に導けます。この公式は、それほど出てこないので
暗記する必要はないです。むしろ、暗記すると間違える可能性があるので、必要な
ときはその場で加法定理から導くようにしてください。

【解答】
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(1) sin(α + β) = sinα cosβ + cosα sinβ
+) sin(α − β) = sinα cosβ − cosα sinβ

sin(α + β) + sin(α − β) = 2 sinα cosβ

2 sinα cosβ = sin(α + β) + sin(α − β)

∴ sinα cosβ =
1
2
{sin(α + β) + sin(α − β)} J両辺を２で割り、公式が導けた！

(2) sin(α + β) = sinα cosβ + cosα sinβ
−) sin(α − β) = sinα cosβ − cosα sinβ

sin(α + β) − sin(α − β) = 2 cosα sinβ

2 cosα sinβ = sin(α + β) − sin(α − β)

∴ cosα sinβ =
1
2
{sin(α + β) − sin(α − β)} J両辺を２で割り、公式が導けた！

(3) cos(α + β) = cosα cosβ − sinα sinβ
+) cos(α − β) = cosα cosβ + cosα sinβ

cos(α + β) + cos(α − β) = 2 cosα cosβ

2 cosα cosβ = cos(α + β) + cos(α − β)

∴ cosα cosβ =
1
2
{cos(α+β)+cos(α−β)} J両辺を２で割り、公式が導けた！

(4) cos(α + β) = cosα cosβ − sinα sinβ
−) cos(α − β) = cosα cosβ + cosα sinβ

cos(α + β) − cos(α − β) = −2 sinα sinβ

−2 sinα sinβ = cos(α + β) − cos(α − β)

∴ sinα sinβ = − 1
2
{cos(α+β)−cos(α−β)} J両辺を２で割り、公式が導けた！

問題２６

以下の和積の公式を４つ記せ。
1© sinA + sinB =

2© sinA− sinB =

3© cosA + cosB =

4© cosA− cosB =
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【解説】
和積の公式も積和の公式と同じように加法定理から簡単に導けます。この公式も、
それほど出てこないので暗記する必要はないです。むしろ、暗記すると間違える可
能性があるので、必要なときはその場で加法定理から導くようにしてください。

【解答】
(1) sin(α + β) = sinα cosβ + cosα sinβ

+) sin(α − β) = sinα cosβ − cosα sinβ
sin(α + β) + sin(α − β) = 2 sinα cosβ

∴ sinA+sinB = 2 sin A + B
2

cos A− B
2
J α + β = A, α − β = Bとして、公式が導けた！

(2) sin(α + β) = sinα cosβ + cosα sinβ
−) sin(α − β) = sinα cosβ − cosα sinβ

sin(α + β) − sin(α − β) = 2 cosα sinβ

∴ sinA−sinB = 2 cos A + B
2

sin A− B
2
J α + β = A, α − β = Bとして、公式が導けた！

(3) cos(α + β) = cosα cosβ − sinα sinβ
+) cos(α − β) = cosα cosβ + cosα sinβ

cos(α + β) + cos(α − β) = 2 cosα cosβ

∴ cosA+cosB = 2 cos A + B
2

cos A− B
2
J α + β = A, α − β = Bとして、公式が導けた！

(4) cos(α + β) = cosα cosβ − sinα sinβ
−) cos(α − β) = cosα cosβ + cosα sinβ

cos(α + β) − cos(α − β) = −2 sinα sinβ

∴ cosA−cosB = −2 sin A + B
2

sin A− B
2
J α + β = A, α − β = Bとして、公式が導けた！

【注】 αと βについて

A = α + β

+) B = α − β
A + B = 2α

∴ α =
A + B

2

A = α + β

−) B = α − β
A− B = 2β

∴ β =
A− B

2
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問題２７

sin(θ + 2πn) = cos(θ + 2πn) = tan(θ + πn) =

【解説】
sinθと cosθの周期は 2π、tanθの周期は πです。

【解答】
(1) sin(θ + 2πn) = sinθ (2) cos(θ + 2πn) = cosθ (3) tan(θ + πn) = tanθ

問題２８

sin(θ + π) = cos(θ + π) = tan(θ + π) =

【解説】
こういった類の公式は暗記している人もいますが、加法定理で簡単に導けるので暗

記しなくていいです。tanも加法定理でもできますが、tanθ =
sinθ
cosθ

の公式を使っ

たほうが速いです。

【解答】
(1)

sin(θ + π) = sinθ cosπ + cosθ sinπ

= − sinθ

(2)
cos(θ + π) = cosθ cosπ − sinθ sinπ

= − cosθ

(3)

tan(θ + π) =
sin(θ + π)
cos(θ + π)

=
− sinθ
− cosθ

=
sinθ
cosθ

= tanθ

問題２９

sin(θ +
π
2

) = cos(θ +
π
2

) = tan(θ +
π
2

) =
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【解説】
この問題も加法定理から導きます。

【解答】
(1)

sin(θ +
π
2

) = sinθ cos π
2

+ cosθ sin π
2

= cosθ

(2)
cos(θ +

π
2

) = cosθ cos π
2
− sinθ sin π

2
= − sinθ

(3)

tan(θ +
π
2

) =

sin(θ +
π
2

)

cos(θ +
π
2

)

=
cosθ
− sinθ

= − cosθ
sinθ

= − 1
tanθ

問題３０

sin(π
2
− θ) = cos(π

2
− θ) = tan(π

2
− θ) =

【解説】
加法定理から導きます。

【解答】
(1)

sin(π
2
− θ) = sin π

2
cosθ − cos π

2
sinθ

= cosθ

(2)
cos(π

2
− θ) = cos π

2
cosθ + sin π

2
sinθ

= sinθ
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(3)

tan(π
2
− θ) =

sin(π
2
− θ)

cos(π
2
θ)

=
cosθ
sinθ

=
cosθ
sinθ

=
1

tanθ

問題３１

sin(π − θ) = cos(π − θ) = tan(π − θ) =

【解説】
加法定理から導きます。

【解答】
(1)

sin(π − θ) = sinπ cosθ − cosπ sinθ

= sinθ

(2)
cos(π − θ) = cosπ cosθ + sinπ sinθ

= − cosθ

(3)

tan(π − θ) =
sin(π − θ)
cos(π − θ)

=
sinθ
− cosθ

= − sinθ
cosθ

= − tanθ

問題３２
(1) sin 75◦ (2) cos 105◦ (3) tan 15◦

【解説】
30◦, 45◦, 60◦などが求められる角度です。
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【解答】
(1)

sin 75◦ = sin(30◦ + 45◦)

= sin 30◦ cos 45◦ + cos 30◦ sin 45◦

=
1
2
·
√

2
2

+

√
3

2
·
√

2
2

=

√
2

4
+

√
6

4

(2)
cos 105◦ = cos(45◦ + 60◦)

= cos 45◦ cos 60◦ − sin 45◦ sin 60◦

=

√
2

2
· 1

2
−
√

2
2
·
√

3
2

=

√
2

4
−
√

6
4

(3)
tan 15◦ = tan(45◦ − 30◦)

=
tan 45◦ − tan 30◦

1 + tan 45◦ tan 30◦

=

1− 1√
3

1 + 1 · 1√
3

=

√
3− 1√
3 + 1

=

√
3− 1√
3 + 1

·
√

3− 1√
3− 1

=
4− 2

√
3

2

= 2−
√

3

問題３３
(1) sin 22.5◦ (2) cos 22.5◦

【解説】
22.5◦を２倍すると 45◦になるので半角の公式を使って求めます。

【解答】
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(1)

sin2 45◦

2
=

1− cos 45◦

2
J半角の公式より

=

2−
√

2
2

2

=
2− √2

4

∴ sin 22.5◦ = ±

√
2− √2

2
となる。

sin 22.5◦ > 0より、sin 22.5◦ =

√
2− √2

2

(2)

cos2 45◦

2
=

1 + cos 45◦

2
J半角の公式より

=

1 +

√
2

2
2

=
2 +
√

2
4

∴ cos 22.5◦ = ±

√
2 +
√

2

2
となる。

cos 22.5◦ > 0より、cos 22.5◦ =

√
2 +
√

2

2

問題３４

cos 2θ +
√

3 sinθ − 1 = 0を解け。ただし (0 5 θ < 2π)とする。

【解説】
倍角の公式 cos 2θ = 1− 2 sin2 θを代入すれば、sinθのみの式になります。

【解答】
cos 2θ +

√
3 sinθ − 1 = 0

(1− 2 sin2 θ) +
√

3 sinθ − 1 = 0 J cos 2θ = 1− 2 sin2 θを代入した

2 sin2 θ −
√

3 sinθ = 0

sinθ (2 sinθ −
√

3) = 0
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よって sinθ = 0,

√
3

2
⇒ θ = 0, π, π

3
, 2

3
π

問題３５

sinθ + sin 2θ + sin 3θ = 0を解け。ただし (0 5 θ < 2π)とする。

【解説】
よく分からないけど、とりあえず sinの２倍角と３倍角を代入して解いていくこと
にします。

sinθ + sin 2θ + sin 3θ = 0

sinθ + 2 sinθ cosθ + 3 sinθ − 4 sin3 θ = 0

⇑ sinの２倍角、３倍角の公式をそれぞれ代入した

ここからすべての項に sinが含まれているから両辺を sinで割りたいけど、いきな
り割ってはダメ。両辺を変数で割るときは、その変数が０になりうるかどうか確認
しないといけない。もし、なる場合は場合分けをして考える。

今回は、sinθ = 0となるのは θ = 0, πのときなので θ \= 0, πのときと θ = 0, πのと
きは場合分けをしないといけません。それでは解答に進みます。

【解答】
sinθ + sin 2θ + sin 3θ = 0

sinθ + 2 sinθ cosθ + 3 sinθ − 4 sin3 θ = 0 · · · (∗)
(i) sinθ = 0つまり θ = 0 または πのとき

(∗)は成立するので、これは解となる。

(ii) sin θ \= 0 つまり θ \= 0, πのとき、(∗)の両辺を sinθ( \= 0)で割ると
1 + 2 cosθ + 3− 4 sin2 θ = 0

1 + 2 cosθ + 3− 4(1− cos2 θ) = 0 J sin2 θ = cos2 θ − 1より

2 cos2 θ + cosθ = 0

cosθ (2 cosθ + 1) = 0

cosθ = 0,− 1
2

θ =
π
2
, 3

2
π, 2

3
π, 4

3
π

以上より、θ = 0, π
2
, 2

3
π, π, 4

3
π, 3

2
π
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問題３６

sin 2θ + sin 3θ + sin 4θ = 0を解け。ただし (0 5 θ < 2π)とする。

【解説】
この問題は sin 4θが出てきています。４倍角の公式も加法定理から導けますが、４
倍角以上の式がでてきたら、ほとんどの場合で和積の公式を利用します。sin 2θと
sin 4θのペアでするとうまくいきます。ペアは一番大きいものと小さいものをペア
にすることが多いです。

【解答】
sin 2θ + sin 3θ + sin 4θ = 0

(sin 2θ + sin 4θ) + sin 3θ = 0

2 sin 2θ + 4θ
2

cos 2θ − 4θ
2

+ sin 3θ = 0 J sinA + sinB = 2 sin A + B
2

cos A− B
2
より

2 sin 3θ cos(−θ) + sin 3θ = 0

2 sin 3θ cosθ + sin 3θ = 0 J cos(−θ) = cosθより

sin 3θ (2 cosθ + 1) = 0

( i ) sin 3θ = 0のとき、0 5 θ < 2πより 0 5 3θ < 6πを考え

3θ = 0, π, 2π,3π,4π,5π

θ = 0, π
3
, 2

3
π, π, 4

3
π, 5

3
π

( ii ) 2 cosθ + 1 = 0つまり θ = − 1
2
のとき θ =

2
3
π, 4

3
π

以上より、θ = 0, π
3
, 2

3
π, π, 4

3
π, 5

3
π

問題３７

sin 18◦を求めよ。

【解説】
この問題は頻出ですよ。でも、知らなかったら全く思いつかないと思います。

5θ = 90◦ ⇒ 2θ + 3θ = 90◦ ⇒ 2θ = 90◦ − θを利用して解いていきます。
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【解答】
θ = 18◦とする。

5θ = 90◦

2θ + 3θ = 90◦

2θ = 90◦ − 3 sinθ

sin 2θ = sin(90◦ − 3θ)

sin 2θ = cos 3θ J sin(90◦ − θ) = cosθより

2 sinθ cosθ = −3 cosθ + 4 cos 3θ J sinの２倍角、cosの３倍角の公式より

ここで cosθ \= 0より J両辺を変数で割るときは、０になるか確認

2 sinθ = −3 + 4 cos2 θ

2 sinθ = −3 + 4(1− sin2 θ) J cos2 θ = 1− sin2 θより cosのみの式にした

4 sin2 θ + 2 sinθ − 1 = 0

sinθ =
−1±

√
12 − 4 · (−1)

4
J解の公式を使った

=
−1± √5

4
ここで sinθ > 0より J sin 18◦は当然正

sinθ =
−1 +

√
5

4

問題３８

t = tan θ
2
のとき，sinθ, cosθ, tanθを tを用いて表せ。

【解説】
この問題もよく出てきます。これも知らなければ解けないと思うので解き方をしっ
かりと覚えておいてください。

sinθ = sin 2· θ
2

⇑与えられて条件は tan θ
2
のみ、この条件を使うために強引に θ

2
が出てくるよう

に式変形をした

= 2 sin θ
2

cos θ
2
J２倍角の公式より

=

2 sin θ
2

cos θ
2

sin2 θ
2

+ cos2 θ
2
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sin2 θ
2

+ cos2 θ
2

= 1より、こんなの言われたら気づくけど普通は絶対に気づかな

いと思う。ですから、しっかりと覚えておいてください。ここからは分母分子を

cos2 θ
2
で割るとうまくいきます。

【解答】

(1)

sinθ = 2 sin
θ

2
cos

θ

2

=
2 sin θ

2 cosθ2
sin2 θ

2 + cos2 θ
2

=

2
sin θ

2 cosθ2
cos2 θ

2

sin2 θ
2

cos2 θ
2

+ 1

J分母分子を cos2
θ

2
で割った

=

2
sin θ

2

cosθ2
sin θ

2

cosθ2


2

+ 1

=
2t

t2 + 1
Jこれが答え

(2)

cosθ = cos2
θ

2
− sin2 θ

2

=
cos2 θ

2 − sin2 θ
2

sin2 θ
2 + cos2 θ

2

=

1− sin2 θ
2

cos2 θ
2

sin2 θ
2

cos2 θ
2

+ 1

J分母分子を cos2
θ

2
で割った

=

1−


sin θ
2

cosθ2


2


sin θ

2

cosθ2


2

+ 1

=
1− t2

1 + t2
Jこれが答え
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(3)

tan θ
2

=
sin θ

2

cosθ2

=

2t
1 + t2

1− t2

1 + t2

=
2t

1− t2
J分母分子に (1 + t2)をかけた。これが答え。

問題３９

次の式を sinで合成せよ。

(1) sinθ + cosθ (2) −√3 sinθ + cosθ (3) sinθ − cosθ

【解説】
asinθ + bcosθのような形をしているときは、まず間違いなく合成をすると思って
もらってかまいません。asinθ+ bcosθ =

√
a2 + b2 sin(θ+α)の形にすることを合成

といいます。

αは次のようにしたら求めることができます。

αの求め方

a

b

α

ステップ１ sinθの係数 aを x軸上にかく

ステップ２ cosθの係数 bを y軸上にかく

ステップ３ (a,b)から原点に線を引き、その線分
が x軸と正の向きとなす角がαとなる！

【解答】

(1)

1

1

π
4

sinθ + cosθ =
√

2 sin(θ +
π
4

) J合成をした
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(2)

−√3

1

5
6
π

−√3 sinθ + cosθ = 2 sin(θ +
5
6
π) J合成をした

(3)

1

−1

π
4

sinθ − cosθ =
√

2 sin(θ − π
4

) J合成をした

問題４０

問題に asinθ + bcosθの部分が出てきたら ( )をする。

【解説】
asinθ+bcosθのような形をしているときは、合成をします。合成はasin©+bsin©
の©の形が同じならできます。

【解答】
合成

問題４１

次の方程式・不等式を解け。ただし 0 5 θ < 2πとする。

(1) sinθ + cos=
1√
2

(2) sinθ +
√

3 cosθ <
√

3

【解説】
まずは、合成します。そのあとは問題１８と同じような問題で、文字の置き換えを
して解いていきます。

【解答】
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(1)

sinθ + cosθ =
1√
2

√
2 sin (θ +

π
4

) =
1√
2
J合成をした

sin (θ +
π
4

) =
1
2

ここで θ +
π
4
とする。

0 5 θ < 2π

π
4
5 θ +

π
4
< 2π +

π
4
J全ての辺に π

4
を加えた

π
4
5 X < 9

4
π J Xの値の範囲が求まった。文字を置き換えた時は範囲に注意

sinX =
1
2

( π
4
5 X < 9

4
π)

5
6π

13
6 π θ

y

O

グラフより

X =
5
6
π, 13

6
π

θ +
π
4

=
5
6
π, 13

6
π

θ =
5
6
π − π

4
, 13

6
π − π

4

=
7
12

π, 23
12

π Jこれが答え
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(2)

sinθ +
√

3 cosθ <
√

3

2 sin(θ +
π
3

) <
√

3 J合成をした

ここで X = θ +
π
3
とする。

0 5 θ < 2π

π
3
5 θ +

π
3
< 2π +

π
3
J全ての辺に π

3
を加えた

π
3
5 X < 7

3
π J Xの値の範囲が求まった。文字を置き換えた時は範囲に注意

sinX <

√
3

2
( π

3
5 θ < 7

3
π)

2
3π

7
3π θ

y

O

グラフより
2
3
π < X < 7

3
π

2
3
π < θ +

π
3
< 7

3
π

π
3
< θ < 2π Jこれが答え

問題４２

0 5 θ < 2πのとき、y = 2 cos2 θ − 4 sinθ + 1の最大値・最小値。およびそれらを与え
る θの値を求めよ。

【解説】
cos2 θ = 1− sin2 θを代入すると sinθのみの式になってくれます。

【解答】
y = 2 cos2 θ − 4 sinθ + 1

= 2(1− sin2 θ) − 4 sinθ + 1 J cos2 θ = 1− sin2 θを代入して sinのみの式にした

= −2 sin2 θ − 4 sinθ + 3

ここで sinθ = Xとする。−1 5 X 5 1 J置き換えた時は、範囲に注意となる

= −2X2 − 4X + 3

= −2(X + 1)2 + 5 J２次関数のグラフをかくために平方完成をした
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−1

5

1

−3

X

y

O

グラフより X = −1のとき、最大値 5をとり、X = 1のとき、最小値 −3をとる。

また X = sinθより X = −1のとき θ =
3
2
π、X = 1のとき θ =

π
2

以上より、θ =
3
2
πのとき最大値 5をとり、θ =

π
2
のとき最小値 −3をとる。

問題４３

与式が sinθ+ cosθ, sinθ cosθのみの式のときX =??と置き換えて問題を解いていく。

【解説】
与式が sinθ + cosθ, sinθ cosθのみの式のときは X = sinθ cosθと置き換えて解いて
いきます。

sinθ + cosθ = X

(sinθ + cosθ) = X2 J両辺を２乗した

sin2 θ + cos2 θ + 2 sinθ cosθ = X2

1 + 2 sinθ cosθ = X2 J sin2 θ + cos2 θ = 1より

sinθ cosθ =
X2 − 1

2
J Xのみで表せた

上記のように sinθ = Xとおいたとき sinθ cosθも Xで表せるので、与式が sinθ +

cosθ, sinθ cosθのみの式のときは X = sinθ + cosθと置き換えて解いていきます。

【解答】
X = sinθ + cosθ
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問題４４

f (θ) = 2 sinθ cosθ + sinθ + cosθ + 2の最大値と最小値を求めよ。

【解説】
与式が sinθ + cosθ, sinθ cosθのみの式なので X = sinθ + cosθと置き換えて解いて
いきます。

【解答】
X = sinθ + cosθとする。

1

1

π
4

sinθ + cosθ =
√

2 sin(θ +
π
4

) J合成をした

ここで t = θ +
π
4
とする。

0 5 θ 5 π

π
4
5 θ +

π
4
5 π +

π
4

π
4
5 t 5 5

4
π

J文字を置き換えた時は範囲に注意する。

sint ( π
4
5 t 5 5

4
π)の最大値・最小値を求める。

π
4

1

5
4
π

−
√

2
2

x

t

O

グラフより

−
√

2
2
5 t 5 1

− 2

√
2

2
5 2t 5 2 J両辺に２をかけた

−
√

2 5 X 5 2 J X = 2tより

f (θ)の最大値と最小値は
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f (θ) = t2 + t + 1の −1 5 t 5
√

2の最大値と最小値と一致する。

f (t) = t2 + t + 1

= (t +
1
2

)2 +
3
4
J平方完成をした！

√
2

3 +
√

2

− 1
2

3
4

t

f (t)

O

グラフより、t = − 1
2
のとき最小値 3

4
、t =

√
2のとき最大値 3 +

√
2をとる。

問題４５

与式が sinθ−cosθ, sinθ cosθのみの式のときX =??と置き換えて問題を解いていく。

【解説】
与式が sinθ − cosθ, sinθ cosθのみの式のときは X = sinθ − cosθと置き換えて解い
ていきます。
sinθ − cosθ = X

(sinθ − cosθ)2 = X2 J両辺を２乗した

sin2 θ + cos2 θ − 2 sinθ cosθ = X2

1− 2 sinθ cosθ = X2 J sin2 θ + cos2 θ = 1より

sinθ cosθ =
1− X2

2

【解答】
X = sinθ − cosθ
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問題４６

f (θ) = 2(sinθ − cosθ) + 2 sinθ cosθの最大値と最小値を求めよ。

【解説】
与式が sinθ − cosθ, sinθ cosθのみの式なので、X = sinθ − cosθと置き換えて解い
ていきます。

【解答】
X = sinθ − cosθとする

=
√

2 sin(θ − π
4

) J合成をした

−1 5 sin(θ − π
4

) 5 1より −√2 5 sin(θ − π
4
5
√

2となる。

⇑文字を置き換えた時は範囲に注意する。X = sinθ − cosθと置き換えたので Xの
値の範囲を求めた。今回の問題では θに値の範囲がないので当然 sin(θ− π

4
)の値の

範囲は −1 5 sin(θ − π
4

) 5 1となります。

sinθ − cosθ = X

(sinθ − cosθ)2 = X2 J両辺を２乗した

sin2 θ + cos2 θ − 2 sinθ cosθ = X2

1− 2 sinθ cosθ = X2 J sin2 θ + cos2 θ = 1より

sinθ cosθ =
1− X2

2
f (θ) = 2(sinθ − cosθ) + 2 sinθ cosθ

= 2X + 2 · 1− X2

2
J sinθ − cosθ = X, sinθ cosθ =

1− X2

2
をそれぞれ代入した

= −X2 + 2X + 1

= −(X − 1)2 + 2 J平方完成をした
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−√2

−1− 2
√

2

1

2

√
2 t

f (t)

O

グラフより、最大値 2、最小値 −1− 2
√

2

問題４７

asin2 θ + bsinθ cosθ + ccos2 θの形を見たら？

【解説】
与式が asin2 θ+ bsinθ cosθ+ ccos2 θの形になっていたら倍角の公式より導かれる、

sin2 θ =
1− cos 2θ

2
, sinθ cosθ =

sin 2θ
2

, cos2 θ =
1 + cos 2θ

2

を代入して解いていきます。

これらを代入した後は、合成を使って解いていきます。

【解答】

sin2 θ =
1− cos 2θ

2
, sinθ cosθ =

sin 2θ
2

, cos2 θ =
1 + cos 2θ

2

を代入してから解いていく。

問題４８

f (θ) = sin2 θ + 2
√

3 sinθ cosθ − cos2 θの最大値と最小値を求めよ。
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【解説】
与式が asin2 θ + bsinθ cosθ + ccos2 θの形になっているので、

sin2 θ =
1− cos 2θ

2
, sinθ cosθ =

sin 2θ
2

, cos2 θ =
1 + cos 2θ

2

を代入して解いていきます。

【解答】
f (θ) = sin2 θ + 2

√
3 sinθ cosθ − cos2 θ

=
1− cos 2θ

2
+ 2
√

3 · sin 2θ
2
− 1 + cos 2θ

2

⇑ sin2 θ =
1− cos 2θ

2
, sinθ cosθ =

sin 2θ
2

, cos2 θ =
1 + cos 2θ

2
をそれぞれ代入した。

=
1
2
− cos 2θ

2
+
√

3 sin 2θ − 1
2
− cos 2θ

2

=
√

3 sin 2θ − cos 2θ

= 2 sin (2θ − π
6

) J合成をした

−1 5 sin(2θ − π
6

) 5 1より

−2 5 2 sin(2θ − π
6

) 5 2⇒ −2 5 f (θ) 5 2

よって f (θ)の最大値は 2, 最小値は −2である。

問題４９

x2 + y2 = r2上のとき、x, yを r, θを用いて表せ。

【解説】
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三角関数の定義

P

Q

r y

x
r

r

-r

-r

θ

x

y

O

sinθ =
PQ
OP

=
y
r

cosθ =
OQ
OP

=
x
r

tanθ =
PQ
OQ

=
y
x

三角関数の定義より

sinθ =
y
r
⇒ x = r cosθ

cosθ =
x
r
⇒ y = r sinθ

が成立します。

x2 + y2 = r2上の点は (x, y) = (r cosθ, r sinθ)とおけることを覚えておいてください。

【解答】
(x, y) = (r cosθ, r sinθ)

問題５０

x2 + y2 = 1のとき、3x + yの最大値と最小値とそれらを与える (x, y)を求めよ。

【解説】
「x2 + y2 = r2上の点は (x, y) = (r cosθ, r sinθ)とおける」この性質を使います。

【解答】
x2 + y2 + 1上の点は x = cosθ, y = sinθとおける。

3x + y = 3 cosθ + sinθ

=
√

10 sin(θ + α)
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3

1

α

√
10

ただし、αは sinα =
1√
10

, cosα =
3√
10
を満たす。

⇑ 合成したとき αの角度が分からないときもあります。

− 1 5 sin(θ + α) 5 1

−
√

105
√

10 sin(θ + α) 5
√

10

よって最小値 −√10、最大値
√

10

問題５０

(x− a)2 + (y− b)2 = r2上のとき、x, yを r, θ, a, bを用いて表せ。

【解説】
問題４９「x2 + y2 = r2上の点は (x, y) = (r cosθ, r sinθ)とおける」と話しました。

(x− a)2 + (x− b)2 = r2は、x2 + y2 = r2上の点から x軸方向に +a、y軸方向に +b平
行移動させたものなので、

(x− a)2 + (y− b)2 = r2上の点は (x, y) = (a + r cosθ, b + r sinθ)になります。

【解答】
(x, y) = (a + r cosθ, b + r sinθ)

問題５２

P

A B
2r

θ

上図のようなとき AP, BPを r, θを用いて表せ。
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【解説】
ABは直径なので円周角の性質より、∠APB = 90◦となります。あとは三角関数の定
義にしたがって

sinθ =
BP
AB
⇒ BP = ABsinθ ⇒ BP = 2r sinθ

cosθ =
AP
AB
⇒ AP = ABcosθ ⇒ AP = 2r cosθ

【解答】
AP = 2r cosθ, BP = 2r sinθ

問題５３

P

A B
2

θ

上図のように Pは孤 AB(点 A, Bは除く)を動いている。以下の問いに答えよ。

(1) AP+ PBを θを用いて表せ。

(2) AP+ PBの最大値を求めよ。

【解説】
問題５２を使って解いていくだけです。

θの値の範囲なんですが 0 < θ < 90◦になります。なぜこうなるか簡単に説明をす
ると、まず Pが Aに一致するとき θ = 0◦です。Pが Aから Bに近づくにつれどん
どんと角度が大きくなりますが Pが Aに近づくと ∠Bはほとんどの 0◦になります。
三角形の内角の和が 180◦であることを考えて θ = ∠APB− ∠PBA ; 90◦ − 0◦ = 90◦

となります。

【解答】
(1)
AP = 2 cosθ, PB = 2 sinθとなる。

AP+ PB = 2 cosθ + 2 sinθ
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(2)
AP+ PB = 2(sinθ + cosθ)

= 2
√

2 sin(θ + 45◦) J合成をした

ここで 0 < θ < 90◦より、45◦ < θ + 45◦ < 135◦となる。

よって最大値は
√

2となる。

問題５４

y = mxを x軸の正方向となす角を θとする。tanθは?

【解説】
y = mxを x軸の正方向となす角を θとすると、(傾き)= tanθ

こうなることは、図を考えれば一瞬で分かります。

θ

1

m

【解答】
tanθ = m

問題５５

y = 2xと y =
1
3

xのなす角 θを求めよ。ただし 0◦ 5 θ 5 90◦とする。

【解説】
(傾き)= tanθを使って解いていきます。

【解答】
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α

y = 2x

β

y =
1
3

x

上図のように y = 2xと y =
1
3

xと x軸のなす角をそれぞれ α, βとする。

y = 2xと y =
1
3

xとなす角 θは θ = α − βとなる。

tanα = 2, tanβ =
1
3
より

tanθ = tan(α − β)

=
tanα − tanα

1 + tanα tanβ

=

2− 1
3

1 + 2 · 1
3

= 1

0◦ 5 θ 5 90◦より θ = 45◦

問題５６

次の条件を満たす三角形はどのような三角形か？

(1) c = acosB

(2) sin2 A + sin2 B = sin2 C

【解説】
どのような三角形か？という問題を三角形の形状を問う問題と言います。三角形の
形状を問う問題は余弦定理や正弦定理を使って、角度と長さが混じった式を長さの
みの式にしてから解いていくことが鉄則です。

また、実際の受験問題で出題される場合、方程式が複雑になる場合が多いですが、
三角形の形状は正三角形、二等辺三角形、直角三角形くらいしかないので、答えは
いずれかになると頭に叩き込んで計算したら式変形を思いつけると思います。
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【解答】

(1)
c = acosB

c = a · a2 + c2 − b2

2ac
J余弦定理より

b2 + c2 = a2

よって ∠A = 90◦の直角三角形である。

(2) 正弦定理より、 a
sinA

= 2R⇒ sinA =
a

2R

同様に sinB =
b

2R
, sinC =

c
2R
がいえる。

sin2 A + sin2 B = sin2 C

( a
2R

)2 + ( b
2R

)2 =( c
2R

)2

a2 + b2 =c2

よって ∠C = 90◦の直角三角形である。

以上お疲れさまでした。問題はこちらです。
http://www.hmg-gen.com/kousiki-sankaku

河見賢司

「高校数学の勉強法」
http://www.hmg-gen.com/

メールアドレス（感想をもらえると嬉しいです）
magdai@hmeg-gen.com
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